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新しい生活様式を！

　この度、「直方市シニアクラブ連合会女性部会」及び有志の方から手作りマスク（250枚）を寄付し
ていただきました。いただいた手作りマスクは「認知症の人と家族の会直方」の会員で、家族の介護を
している人を中心に配布させていただきました。

「
福
祉
総
合
相
談
」受
付
中
！
お
困
り
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（ 不登校・ひきこもりを抱える家族相談・
日常生活自立支援事業生活支援員養成講座）

　
「
マ
ス
ク
し
て
北
風
を
目
に
う

け
て
ゆ
く
」（
梵
句
）
毎
年
冬
休
み

頃
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
。
さ
ぁ
、
マ
ス
ク
の
出
番

で
す
。
と
こ
ろ
が
今
年
の
「
マ
ス

ク
の
出
番
」
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
世
界
中
へ
刻
々
と
蔓
延
す

る
中
、
今
で
は
外
出
時
に
靴
を
履

く
よ
う
に
マ
ス
ク
は
私
た
ち
の
生

活
様
式
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
一
時
は
マ
ス

ク
を
求
め
て
も
、
ど
の
店
も
品
不

足
で
し
た
。
マ
ス
ク
の
な
い
不
安

の
中
、
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
対
し
直
方
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
女
性
部
会
を
は
じ
め
、
手
作

り
マ
ス
ク
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ

た
市
民
の
皆
様
に
は
、
本
当
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
マ
ス
ク
し
て
マ
ス
ク
し
て
い
る

人
に
あ
う
」（
啓
司
句
）な
ん
と
な

く
人
と
の
距
離
が
遠
く
な
る
様
な

気
持
ち
に
な
る
マ
ス
ク
で
す
が
、災

禍
の
中
、
心
の
マ

ス
ク
は
外
し
、
ど

う
楽
し
み
、
前
に

進
む
か
を
考
え
、

皆
で
支
え
合
っ
て

い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。　
（
田
中
）
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防
災
の
日
に
考
え
る
災
害
弱
者
の
避
難
行
動

直
方
市
に
近
年
最
大
の
危
機
が
迫
っ
た
日

　

平
成
30
年
７
月
６
日
、
前
日
か
ら
大
雨
が

降
り
続
き
、
朝
に
犬
鳴
川
・
遠
賀
川
の
河
川

氾
濫
・
土
砂
災
害
・
道
路
冠
水
の
お
そ
れ
が

あ
る
た
め「
避
難
勧
告
」が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
々
に
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
中
、
15
時
に

は
日
の
出
橋
の
水
位
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超

え
、
市
内
全
域
に
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」
が

発
令
さ
れ
、
17
時
に
遠
賀
川
の
氾
濫
計
画
高

水
位
ま
で
「
あ
と
14
㎝
」
に
迫
り
ま
し
た
。
19

時
に
は
、
堤
防
が
耐
え
ら
れ
る
最
高
の
水
位
を

約
20
㎝
越
え
て
最
高
水
位
に
到
達
し
、
65
年

ぶ
り
に
決
壊
の
危
機
に
み
ま
わ
れ
、
床
上
浸
水

27
戸
、
床
下
浸
水
55
戸
、
そ
の
他
、
土
砂
災

害
も
発
生
し
、
避
難
所
に
は
、
最
大
約
３
千

人
の
市
民
が
避
難
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
特
に
前
も
っ

て
予
想
さ
れ
次
第
に
危
険
性
が
高
ま
る
豪
雨

や
台
風
等
の
災
害
時
に
「
い
つ
」「
誰
が
」「
何

を
す
る
の
か
」
を
決
め
て
お
く
、
事
前
の
防

災
行
動
計
画
で
す
。
最
近
は
市
民
が
事
前
計

画
を
作
る
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
場
合
の
一
例
で
は
、

平
常
時　

居
住
地
の
危
険
性
を
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お
く
。

３
日
前　

台
風
接
近
が
予
想
さ
れ
る
気
象
情

報
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
確
認
し
、
お
互
い
の

予
定
を
家
族
間
で
共
有
す
る
。

２
日
前　

家
の
ま
わ
り
を
点
検
し
、
暴
風
で

飛
び
そ
う
な
物
な
ど
を
片
付
け
る
。
避
難
時

に
持
ち
出
す
防
災
グ
ッ
ズ
や
薬
な
ど
の
予
備

を
確
認
す
る
。

１
日
前　

行
政
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、
い

つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

当
日　

警
戒
レ
ベ
ル
３
「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
」
で
避
難
に
時
間
の
か
か
る

高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
は
危
険
な
場
所
か
ら

避
難
す
る
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
で
す
。
警
戒

レ
ベ
ル
４
に
は「
避
難
勧
告
」「
避
難
指
示（
緊

急
）」
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
し
ま
す
。
警
戒

レ
ベ
ル
５
は
す
で
に
災
害
発
生
状
況
で
す
。

※
安
全
な
場
所
に
い
る
人
は
、
避
難
場
所
に

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録

　

災
害
時
に
自
力
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

で
、
避
難
支
援
が
必
要
な
方
は
、
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
に
登
録
す
る
た
め
市
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
本
人
が
同
意
し
、
作
成
・

登
録
後
は
、
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
等
関
係

者
と
情
報
共
有
し
支
援
さ
れ
ま
す
。（
条
件

に
よ
っ
て
個
別
支
援
計
画
が
作
成
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）

【
対
象
者
】
①
介
護
保
険
・
要
介
護
３
・
４
・

５
認
定
者
（
施
設
入
所
者
を
除
く
）
②
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
交
付
者
③
療
育

手
帳
Ａ
判
定
交
付
者
④
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
交
付
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
直
方
市
役
所
高
齢
者
支
援
課

（
２
５-
２
３
９
１
）
健
康
福
祉
課
（
２
５-

２
１
３
９
）ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
弱
者
の
自
助
の
備
え

　

私
は
自
力
で
避
難
で
き
な
い
車
い
す
の
災

害
弱
者
で
す
。
梅
雨
時
期
に
は
、
堤
防
一
杯

に
流
れ
る
遠
賀
川
を
見
て

も
「
決
壊
ま
で
は
し
な
い

だ
ろ
う
」
と
子
ど
も
の
頃

か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
昨
年
の
豪
雨

に
よ
る
決
壊
一
歩
手
前
の

事
態
や
、
今
年
７
月
７
日
に
「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」
が
発
令
し
た
遠
賀
川

の
状
況
に
、
危
機
意
識
を
益
々
抱
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

何
か
平
常
時
に
で
き
る
備
え
は
な
い
か
考

え
て
、
自
分
で
備
え
て
い
ま
す
。
①
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
へ
登
録
し
、
支
援
者
の
方

に
、お
会
い
す
る
度
に
協
力
を
お
願
い
す
る
。

②
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
避
難
所
の
場
所

や
危
険
箇
所
な
ど
を
確
認
。
③
避
難
時
に
慌

て
な
い
よ
う
に
避
難
袋
の
用
意
。
④
行
政
情

報
メ
ー
ル
「
つ
な
が
る
の
お
が
た
」
の
登
録
。

　

災
害
弱
者
の
避
難
に
は
自
力
避
難
、
災
害

の
認
識
、
情
報
の
受
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
が
伴
い
が
ち
で
す
。
と
も
す
れ
ば
「
人

に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」に
、「
あ
き
ら
め
」

が
交
じ
っ
た
心
情
が
片
隅
に
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
「
助
か
り
た
い
」
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
重
複
災
害
防
止

を
踏
ま
え
て
、
例
え
大
事
に
至
ら
な
く
て
も

警
戒
レ
ベ
ル
３
の
段
階
で
早
期
避
難
で
き
る

よ
う
に
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

活
用
し
た
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の

声
か
け
や
助
け
に
よ
り
、
何
と
か
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
切
に
思
い
ま
す
。
ま
た
避
難

行
動
が
起
こ
る
毎
に
検
証
を
重
ね
て
、「
逃

げ
遅
れ
」
が
出
な
い
よ
う
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

�

（
藤
田
）

　

今
年
７
月
、全
国
各
地
で
起
き
た
豪
雨
災
害
で
は
、河
川
の
氾
濫
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。直
方
市
に
お
い
て
も
、

平
成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
遠
賀
川
が
あ
わ
や
決
壊
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。９
月

１
日
の「
防
災
の
日
」に
、近
年
直
方
市
に
起
こ
っ
た
災
害
を
振
り
返
り
、今
一
度
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

直方郵便局前河川敷の階段に設置してある痕跡水位
プレート

防
災
の
日
に
考
え
る
災
害
弱
者
の
避
難
行
動
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地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の

福
祉
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

社
会
活
動
が
徐
々
に
復
活
し
て
き

ま
し
た
の
で
、お
も
ち
ゃ
図
書
館
も
７

月
か
ら
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

３
密
を
避
け
る
た
め
当
分
は
下

記
の
と
お
り
開
館
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
開
館
日
】

　

毎
週
土
曜
日

11
：
00
～
12
：
00

13
：
00
～
14
：
00

※�

ご
利
用
は
お
も
ち
ゃ
の
貸
し
出

し
の
み
と
し
ま
す
。

　

お
一
人
／
２
点
ま
で

　

貸
出
期
間
／
２
週
間

①�

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

②�

検
温
を
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③�

お
持
ち
帰
り
の
際
の
袋
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
預
か
り

も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。障
害
の

あ
る
子
ど
も
も
健
常
の
子
ど
も
も
、

お
も
ち
ゃ
に
よ
っ
て
健
全
に
育
っ
て

欲
し
い
と
の
願
い
を
持
っ
て
お
も

ち
ゃ
図
書
館
は
発
足
し
ま
し
た
。

　

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た
は

12
年
間
活
動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。備
え
て
い
る
お
も
ち
ゃ
は
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
少
学
校
低
学
年
位
ま

で
の
お
も
ち
ゃ
で
、絵
本
・
布
の
絵

本
・
木
の
お
も
ち
ゃ
・
電
池
で
動
く

お
も
ち
ゃ
・
ゲ
ー
ム
等
７
０
０
点
あ

ま
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
遊
び

だ
す
と
ま
だ
帰
ら
な
い
と
グ
ズ
る

子
ど
も
や
、
親
子
が
一
体
に
な
り

楽
し
ん
で
い
る
姿
に
ス
タ
ッ
フ
も

心
癒
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
や
む
な
く
活
動
を

３
か
月
自
粛
し
て
い
ま
し

た
。ご
利
用
頂
い
て
い
た
皆

様
方
は
寂
し
い
思
い
を
さ

れ
て
い
た
事
と
思
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館
の
お
が
た

おもちゃの貸出風景

　

子
ど
も
の
不
登
校
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
の
子
ど
も
た
ち
を
抱
え
た
経
験

者
が
、
悩
み
や
気
持
ち
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
悩

み
や
苦
し
い
気
持
ち
を
共
有
し

て
、
学
校
に
行
け
ず
に
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
を
一
緒
に
見
守
り
ま

せ
ん
か
。

　

不
登
校
で
お
悩
み
の
方
、
誰
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
・
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
相
談
日

毎
月
第
２
水
曜
日
（
変
更
す
る

場
合
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

●
相
談
時
間

　

10
：
30
～
12
：
00

●
会
場

　

�

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
直
方
市
津
田
町
７
番
35
号
）

●
主
催

　

�

学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
を
支

え
る
会

●
問
い
合
わ
せ

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
で

は
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
へ
の
支
援
（
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
お
手
伝

い
、
生
活
費
の
お
届
け
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
利
用
者
の
お
手
伝

い
を
す
る
「
生
活
支
援
員
」
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

　

�

令
和
２
年
10
月
26
日
（
月
）

　

13
：
00
～
16
：
00

●
会
場

　

�

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
多
目
的
室
）

●
内
容

　

�

講
義
「
生
活
支
援
員
の
役
割
」、

活
動
報
告
な
ど

●
対
象

　

�

生
活
支
援
員
と
し
て
活
動
い
た

だ
け
る
方
、
生
活
支
援
員
に
関

心
の
あ
る
方

●
参
加
費
　
　
無
料

●
申
し
込
み
締
切

　

�
令
和
２
年
10
月
19
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ

　

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

生
活
支
援
員
養
成
講
座

不
登
校・
ひ
き
こ
も
り
を

抱
え
る
家
族
相
談

図書室
著
　
者
　
上
野　
　

誠

発
　
行　

西
日
本
新
聞
社

直
方
市
立
図
書
館　

所
蔵

「
筑
紫
万
葉
恋
ひ
ご
こ
ろ
」

情

報

の

広

場

　

大
伴
旅
人
や
山
上
憶
良
ら
が
８
世

紀
に
生
き
た
人
々
の
心
を
、福
岡
・
大

宰
府
で
詠
ん
だ
歌
を
、
地
方
出
身
の

万
葉
集
研
究
の
第
一
人
者
が
大
胆
に

現
代
訳
。軽
妙
で
奥
深
い
エ
ッ
セ
イ
。

　

万
葉
集
の
故
郷
は
、
平
城
京
の

あ
っ
た
大
和
な
の
だ
が
、も
う
一
つ
の

故
郷
は
、
九
州
で
あ
る
。
大
伴
旅
人

が
、長
官
と
し
て
大
宰
府
に
赴
任
し
、

そ
こ
に
山
上
憶
良
ら
が
同
じ
役
人
で

あ
る
歌
人
た
ち
と
集
ま
っ
て
い
た
。い

わ
ゆ
る
筑
紫
花
壇
の
時
代
で
あ
る
。

賢（
さ
か
）し
み
と

物
言
う
よ
り
は

酒
の
み
て

酔（
ゑ
）ひ
泣
き
す
る
し

優
し
た
る
ら
し�

（
大
伴
旅
人
）

　

偉
そ
う
に
言
う
や
つ
よ
り
、
酒
飲

ん
で
酔
い
泣
き
す
る
や
つ
が
ま
だ
ま

し
・・・
。

　

い
ま
を
楽
し
も
う
ぞ
、
宴
を
楽
し

も
う
ぞ
、
遠
く
の
友
や
妻
を
想
っ
て

涙
す
る
、
人
の

こ
こ
ろ
っ
て
変

わ
ら
な
い
も
ん

だ
な
ぁ
。
は
る
か

一
三
〇
〇
年
前
の

歌
な
の
に
。（
広
田
）

NOGATA・3

登録ヘルパー募集中！詳細は裏面をご確認の上、お気軽にご連絡ください。



　ご利用者の地域生活を、一番近くで支えるとても素敵
なお仕事です。

【ヘルパーに楽しさ・やりがいを聞いてみました】

■資　　格
　�介護職員初任者研修課程修了者
　（ホームヘルパー２級以上可）
■活動時間
　７時から21時の間
　（時間は相談の上）
■賃金（時給）
　1,100円～1,860円
■問い合わせ
　直方市社会福祉協議会
　総務係

「赤い羽根
共同募金運動」

が始まります

「令和２年度福祉まつり」中止のお知らせ
　令和２年10月25日（日）に予定していた、令和
２年度福祉まつりは、新型コロナウイルス感染拡
大防止の為、中止することとしました。
　例年、開催を楽しみにしてくださっていた皆様
には、大変残念なお知らせとなりますが、何卒ご理
解の程、よろしくお願い申し上げます。
■問い合わせ
　直方市社会福祉協議会

　今年も10月１日から12月31日までの３ヶ月
間、赤い羽根共同募金運動が全国で一斉に展開さ
れます。
　赤い羽根共同募金は、民間の社会福祉事業を
支援するための募金として社会福祉法に位置づ
けられ、市内の高齢者、障害者、子どもたちやボ
ランティアなど、様々な地域の福祉活動を支えて
います。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

赤い羽根のホームページ
http://www.akaihane.or.jp/

「登録ヘルパー」 募集します

車いすなどの貸出をしています
　直方市社会福祉協議会では、下記の物品の貸し出しを
しています。事前にご連絡（要予約）の上、印鑑を持参し
てお越しください。
■対 象 者：直方市内にお住まいの方
■貸出期間：最大２週間

■問い合わせ
　直方市社会福祉協議会

利用者の笑顔を
引き出せた瞬間

ヘルパー同士
わきあいあい

お互いにシフト
を助け合える

休日が
取りやすい

集

編

後

記

　

７
月
、
九
州
豪
雨
。
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
は
九
州

全
土
に
広
が
り
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

自
粛
し
て
い
た
営
業
を
や
っ

と
再
開
し
た
旅
館
な
ど
も
再

び
痛
手
を
負
い
、
水
没
し
た

田
畑
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ

た
店
舗
な
ど
、
水
魔
は
日
々

の
た
つ
き
も
奪
っ
た
。

　

日
本
は
今
、
豪
雨
と
コ
ロ

ナ
禍
が
人
々
を
苦
し
め
て
い

る
。西
日
本
豪
雨
を
教
訓
に
、

大
規
模
な
河
川
改
修
工
事
に

よ
り
、
今
年
の
梅
雨
は
安
寧

な
流
れ
に
。
な
ん
と
も
複
雑

な
思
い
。�

（
広
田
）

令
和
２
年
５
月
11
日
か
ら
令
和
２
年
８
月
17
日

７
件
　
合
計
金
額
　
　 

１
０
３
，４
０
１
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
典
返
し
寄
付
金

●
感
田　
　
（
故
）伊
藤　

光
代

●
中
泉　
　
（
故
）広
瀬　

博
子

一
般
寄
付
金

●
福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫　

イ
ン
グ
ス
ク
ラ
ブ

●
住
田　

光
子

●
住
田　

妙
実

「
福
祉
総
合
相
談
」受
付
中
！
お
困
り
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 利用料金表

車いす 200円/1台
わたがし機 500円
かき氷機 500円

ポータブルスピーカー
（マイク2本付き） 500円

白杖 無　料
アイマスク 無　料

4・NOGATA

ボランティアセンターの運営をしています。～ボランティアをしたい人とボランティアを必要としている人をつなぎます～


